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こんな風に感じることはありませんか？
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食べたいものが食べられない
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誰にとっても身近な課題

健康上の制約 距離・時間の制約
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社会的な背景

(出展)DIAMOND online
https://diamond.jp/articles/-/341778

(出展)東洋経済 ONLINE
https://toyokeizai.net/articles/-/827252

(出展)FNNプライムオンライン
https://news.yahoo.co.jp/articles/7a5e2cc0d9a02611a10
4a1cce5641ddf3995b410

アレルギー患者の増加、飲食店へのアクセシビリティ低下等により

食べたいものが食べられない状況が拡大
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ターゲットライフシーン

健康を気にせず美味しく食べられる いつでもどこでも食べられる

全ての人が制約を乗り越え自らが望む食体験を自由に獲得できる世界
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既存ソリューションの限界

五感の組み合わせ・個々人の需要に合わせた配合は未実現

個々の感覚の刺激・拡張 単品食の再現・自動調理

https://chizaizukan.com/property/
hearom/

https://wired.jp/article/electric-
salt-spoon/

https://tokyo-
calendar.jp/article/19013

エレキソルトスプーン
（キリンHD）

微弱な電流によって
味を増幅

５Dレストラン
（elan vital）

料理とリンクする映
像や音楽の演出を愉
しみながら食事

https://myproduct.co.jp/project/
mtjlmpyz

デジタル食
（OPEN MEALS）

味・食感・見た目を
データ化して、ゲルを
材料にフードプリント

https://www.open-
meals.com/digitaloden/index.html

自動炒め調理ロボット
（TechMagic）

液体調味料供給、炒め
調理を自動化

Hearom
（REVORN）

6万通り以上の香りを
噴霧できる“におい再

現デバイス”
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ユーザデータ

食材・食事
データ

提案ソリューション：食体験データ基盤

食事・食材とユーザデータの蓄積・統合・モデリングにより
個人に最適化された食の出力を行うデータ基盤

素材の成分

レシピ

見た目

食事の好み

味覚の個性

健康状態

味覚補正

視覚補正

個人の理想の食体験モデルによる出力調整データ蓄積・統合

塩味 +3

赤身肉の
デザイン

嗅覚補正
香ばしさ +2

五感の出力

食体験データ基盤 他社協業
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ユースケース

①医療・介護向け食事自動最適化 ②名店の味24/365デリバリー

• 対象：健康上の理由で食事に制限がある患者・要介護者

• ペイン：食べられる栄養素や固さに制限があり美味しい食事を摂

ることができない

• 提供価値：個々の健康状態・食事制限を加味した患者・要介護者

にとって健康かつ美味しいと感じる食事の提供

• 対象：少しお金を出してでも快適かつ高品質な食事体験を求める人

• ゲイン：自分の居場所やスケジュールに関わらず好きなものを自分

のタイミングで食べたい

• 提供価値：距離・時間の制約があって日常的に食べられない名店の

食事を24時間365日どこへでも配達
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将来CVCA

デバイス
ベンダー

五感に関する
研究機関

食体験データ基盤（自社）

金融機関
食事制限のある
患者・要介護者

理想の
食事

病院・
介護施設

フード
プリンタ
業者

(製造業者)

好きな場所・時間に
食を楽しみたい人

飲食店・レストラン
理想の
食事

ユーザごと
に最適な食

体験
データ

レシピ・
食事データ

配達業者

ユースケース②

デバイス

ユースケース①

利息、
株式等

技術

課題②
データ収集の量と方法

課題①
再現技術の成熟

行政・自治体

補助金 社会保険料
低減訴求
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戦略の方針

食体験に正解のない医療・介護向け事業から着手
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2025年 2030年 2035年

技術動向

STEP1（初年度）
医療・介護領域向けの
アプローチ

STEP2
好きな場所・時間に食
を楽しみたい人向けの
アプローチ

食再現技術の進化
（ ３Dフードプリンター、使用可能食材の増加、

軟度調整等）

食材・料理データ取得機器の携帯性向上

家庭への３Dフードプリンター普及

本事業普及のロードマップ

迅速なPoC/プロモーション/ロビイ
ングによる事業の土台作り

レストランから食体験データを収集
遠く離れた名店の味をデリバリー

家庭用３Dフードプリンター向け
データの個人販売

STEP1で事業の土台作り、STEP2で裾野を広げ事業拡大を図る
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食体験データ基盤（自社）

初年度CVCA：医療・介護領域向け事業

デバイス
ベンダー

五感に関する
研究機関

配食業者

ユーザごと
に最適な食

体験
データ

デバイス

技術

行政・自治体

補助金
課題：法規制

課題：技術開発

食事制限のある
患者・要介護者

理想の
食事

病院・
介護施設

課題：市場適応

ビジネスチャンス拡大

社会保険料の負担減
健康かつ美味しい食事体験

研究成果の商用化

食事準備の稼働削減

施設の体験向上
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初年度課題・アクション

課
題

ア
ク
シ
ョ
ン

3. 市場適応

医療・介護現場での導入ハードル

新技術導入に慎重な施設への実証
データやコスト優位性提示

現場との共同実証実験による
ニーズ把握および初期導入による

実績獲得

1. 技術開発

3Dプリンタ食の技術成熟

栄養バランス・嚥下しやすさ・食感の
再現技術の両立

3Dプリンタ食の試作や食感・栄養
テストの繰り返しによる技術精度お

よび食事の満足度向上

食品安全・規制のクリア

2. 法規制

3Dプリンタ食が既存の食品衛生基
準への適合チェックおよび規制対応

早期の市場導入に向けた
食品安全基準・規制対応の

諸手続き開始

ペインが深い医療・介護領域で事業の土台作りを迅速に実施
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ご清聴ありがとうございました

ご清聴ありがとうございました
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